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王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

六
一

は
じ
め
に

　

王
績
の
詩
文
中
に
は
、
許
由
を
は
じ
め
劉
伶
・
阮
籍
・
陶
淵
朙
等
、
古
の
高

士
や
隱
士
の
姿
が
多
く
現
れ
、
そ
の
數
は
五
十
を
超
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

てStephen O
w

en

は
「W

ang Jiʼs poetry is filled w
ith references 

to and echoes of Ruan Ji and Tao Q
ian. 

…As W
ang Ji adm

ires 
Ruan Ji and Tao Q

ian, so those tw
o poets w

rote at length of their 
adm

iration for the herm
its of antiquity （

１
）」
と
述
べ
、
王
績
詩
文
に
於
け

る
阮
籍
・
陶
淵
朙
の
姿
が
「
稱
贊
（adm

iration

）」
の
對
象
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

實
際
に
王
績
は
「
散
腰
追
阮
籍
、
招
手
喚
劉
伶（

２
）（

腰
を
散
じ
て
阮
籍
を
追
い
、
手

を
招
い
て
劉
伶
を
喚
ぶ
）」（「
春
園
興
後
」
詩
）、「
嘗
愛
陶
淵
朙
、
酌
醴
焚
枯
魚
。
嘗

學
公
孫
弘
、
策
杖
牧
羣
豬
（
嘗
て
陶
淵
朙
を
愛
し
、
酌
醴
し
て
枯
魚
を
焚
く
。
嘗
て
公

孫
弘
に
學
び
、
策
杖
し
て
羣
豬
に
牧
す
）」（「
記
室

過

見
尋
率
題
古
意
以
贈
」
詩
）

等
、
度
々
阮
籍
・
陶
淵
朙
を
は
じ
め
と
す
る
古
の
隱
士
・
高
士
に
言
及
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
詩
文
中
に
は
、
彼
ら
に
對
す
る
思

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

彼
は
、
高
木
重
俊
氏
が
「
王
績
は
古
の
隱
士
・
高
士
の
傳

を
强
く
意

し
、
自

己
を
そ
れ
ら
に
比
擬
し
た
。
こ
の
自
己
措
定
が
、
寂
寥
の
故
鄕
を
生
き
る
彼
の
精

神
的

柱
と
な
っ
た（
３
）」
と
指

す
る
が
如
き
比
擬
、
す
な
わ
ち
自
己
と
重
ね
合
わ

せ
る
對
象
と
し
て
古
の
隱
士
・
高
士
を
捉
え
て
も
い
る
。

　

本
稿
で
は
先
ず
、
古
の
隱
士
・
高
士
に
對
す
る
思

や
比
擬
が
、「
醉
鄕
記
」

や
「
獨
坐
」
詩
等
で
何
如
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、

「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
の
構
造―

自
己
と
自
己
と
の
對
話
形
式―

の

中
で
、
陶
淵
朙
の
姿
が
自
己
否
定
の
方
法
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
自
ら
を
銳

く
捉
え
か
え
す
契
機
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
す
る
。

Ⅰ　

思

の
對
象
と
し
て
の
姿

　

本
節
で
は
古
の
隱
士
・
高
士
が
單
純
な
思

の
對
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

王
績
の
詩
文
で
、
制
作
年
が
朙
確
な
も
の
は
少
な
い
が
、
近
年
發
見
さ
れ
た
五

卷
本
に
附
さ
れ
た
呂
才
の
序
に
「
大
業
末
、
應
孝
悌
廉

舉
、
射
策
高
第
、
除
祕

書
正
字
。
性

傲
、
飮
酒
至
數
斗
不
醉
。
常
云
、
恨
不
逢
劉
伶
、
與
閉
戶
轟
飮
。

因

醉
鄕
記
及
五
斗
先
生
傳
、
以
類
酒
德
頌
（
大
業
の
末
、
孝
悌
廉

の
舉
に
應
じ

て
、
射
策
高
第
、
祕
書
正
字
に
除
せ
ら
る
。
性
は

傲
に
し
て
、
飮
酒
數
斗
に
至
れ
ど
も

醉
わ
ず
。
常
に
云
う
、
恨
む
ら
く
は
劉
伶
に
逢
い
て
、
與
に
戶
を
閉
ざ
し
て
轟
飮
せ
ざ
る
を
。

王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考
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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

六
二

こ
に
至
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
點
で
あ
る
。

　
「
醉
鄕
記
」
の
本
文
に
據
れ
ば
、「
醉
鄕
」
に
至
っ
た
者
は
「
黃
帝
氏
」「
堯

舜
」「
成
王
」「
受
衟
者
」「
阮
嗣
宗
・
陶
淵
朙
等
十
數
人
」
で
あ
る（
６
）。
そ
の
中
で

も
「
阮
嗣
宗
・
陶
淵
朙
等
十
數
人
」
は
、「
醉
鄕
」
に
至
り
か
つ
「
沒
身
不
﨤
、

死

其
壤
（
身
を
沒
し
て
﨤
ら
ず
、
死
し
て
其
の
壤
に

ら
る
）」
で
あ
っ
た
と
提
示

さ
れ
て
お
り
、「
醉
鄕
記
」
中
で
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
後
語
り
手
は
、「
績
將
遊
焉
（
績
將
に
焉
に
遊
ば
ん
と
す
）」
と
述
べ
、
阮

籍
・
陶
淵
朙
の
姿
に
追
從
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
醉
鄕
記
」
中
で
、
す
な
わ
ち
在
官
時
に
求
め
ら
れ
る
阮
籍
・
陶
淵
朙
の
姿

は
、
自
ら
が
追
い
求
め
る
對
象
と
し
て
で
あ
り
、
こ
れ
はO

w
en

氏
が
指

す

る
、
單
純
な
思

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。「
醉
鄕
記
」
の
如

き
、
思

の
對
象
と
し
て
の
隱
士
・
高
士
の
姿
は
、
隱
遁
後
の
詩
作
の
中
に
も
散

見
さ
れ
る
。

〈「
醉
後
口
號
」
詩
〉

　

阮
籍
醒
時
少　
　

阮
籍
醒
む
る
時
少
な
く

　

陶
潛
醉
日
多　
　

陶
潛
醉
う
日
多
し

　

百
年
何
足
度　
　

百
年　

何
ぞ
度
る
に
足
ら
ん

　

乘
興
且
長
歌　
　

興
に
乘
じ
て
且
ら
く
長
歌
せ
ん

〈「
解
六
合
承
還
」
詩
〉

　

彭
澤
㊒
田
惟
種
黍　
　

彭
澤　

田
㊒
り
て
惟
だ
黍
を
種
え

　

步
兵
從
宦
豈
論
錢　
　

步
兵　

宦
に
從
い
豈
に
錢
を
論
ぜ
ん
や

　

但
使
百
年
相
續
醉　
　

但
だ
百
年
を
し
て
相
い
續
き
醉
わ
し
め
ば

　

何
辭
夜
夜
甕
閒
眠　
　

何
ぞ
夜
夜
甕
閒
の
眠
を
辭
せ
ん
や

因
り
て
醉
鄕
記
及
び
五
斗
先
生
傳
を

し
、
以
て
酒
德
頌
に
類に

せ
し
む
）」
と
あ
り
、「
醉

鄕
記
」・「
五
斗
先
生
傳
」
が
隋
の
大
業
末
、
祕
書
正
字
在
官
時
に
制
作
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
醉
鄕
記
」
中
に
は
本
稿
で
問
題
と
す
る

陶
淵
朙
の
姿
が
現
れ
る
。
先
ず
は
そ
の
序
を
擧
げ
る
。

〈「
醉
鄕
記
」
序
〉

　

醉
之
鄕
、
去
中
國
不
知
其
幾
千
里
也
。
其
土
曠
然
無
涯
、
無
丘
陵
阪
險
。
其
氣

和
平
一
揆
、
無
晦
朙
寒
暑
。
其
俗
大
同
、
無
邑
居
聚

。
其
人
甚
淸
、
無
愛
憎
喜

怒
、
呼
風
飮
露
、
不
⻝
五
榖
。
其
寢
于
于
、
其
行
徐
徐
。
與
鳥
獸
魚
龞
雜
處
、
不

知
㊒
舟
車
器
械
之
用
。

　
（
醉
の
鄕
、
中
國
を
去
る
こ
と
其
れ
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
其
の
土
曠
然
と
し
て
涯

無
く
、
丘
陵
阪
險
無
し
。
其
の
氣
和
平
一
揆
、
晦
朙
寒
暑
無
し
。
其
の
俗
大
い
に
同
じ
く
、

邑
居
聚

無
し
。
其
の
人
甚
だ
淸
に
し
て
、
愛
憎
喜
怒
無
く
、
風
を
呼
び
露
を
飮
み
、
五

榖
を
⻝
わ
ず
。
其
の
寢
于
于
と
し
て
、
其
の
行
徐
徐
た
り
。
鳥
獸
魚
龞
と
雜
處
し
、
舟
車

器
械
の
用
㊒
る
を
知
ら
ず
）

　
「
醉
鄕
記
」
は
、
屢
々
淵
朙
の
「
桃

源
記
」
と
の
關
係
の
も
と
で
考
察
さ
れ

て
き
た
。
た
だ
し
、「
桃

源
記
」
で
は
桃

源
に
住
む
人
や
そ
の
情
景
が
序

文
・
本
文
全
體
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
對
し
、「
醉
鄕
記
」

で
は
そ
の
情
景
、
竝
び
に
そ
の
空
閒
に
住
む
「
其
人
」
は
序
で

に
示
さ
れ
る

の
み
で
あ
る（
４
）。
ま
た
劉
伶
「
酒
德
頌
」
に
類
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
呂
才
の
序

を
ふ
ま
え
て
み
て
も
、「
大
人
先
生
」
と
論
議
す
る
「
貴
介
公
子
」「
搢
紳
處
士
」

と
い
う
禮
法
の
士
が
設
定
さ
れ
、
こ
の
二
者
に
對
し
て
大
人
先
生
が
「
蜾
蠃
之
與

螟
蛉
」
と
痛
言
す
る
と
い
う
「
酒
德
頌
」
の
構
造
性
は（
５
）、
こ
こ
に
は
見
え
な
い
。

「
醉
鄕
記
」
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、「
醉
鄕
」
を
志
向
し
た
者
た
ち
が
、
そ



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

六
三

に
除
せ
ら
る
。
…
…
君
酒
德
に
篤
く
、
頗
る

務
を
妨
ぐ
。
時
に
天
下
亂
れ
、

法

嚴
し
く
、
屢
し
ば
勘

せ
ら
る
。
君
嘆
き
て
曰
く
、
網
羅
高
く
懸
る
、
去
ら
ん
と
て
將
た

安い
ず
こ所

ぞ
と
。
遂
に
受
く
る
所
の
俸
錢
を
出
だ
し
、
縣
門
の
外
に
積
み
、
託
す
る
に
風
疾
を

以
て
し
、
輕
舟
も
て
夜
遁の

が

る
。
…
…
武
德
中
、
詔
し
て

さ
れ
、
歬
の
揚
州
六
合
縣
丞
を

以
て
、
門
下
省
に
待
詔
せ
ら
る
。
…
…
貞

の
初
め
、
疾
を
以
て
罷
め
て
歸
る
）

　

呂
才
の
序
に
據
れ
ば
、
彼
は
隋
朝
時
に
祕
書
正
字
と
六
合
縣
丞
、
唐
朝
に
於
い

て
も
門
下
省
待
詔
の
計
三
度
出
仕
し
て
い
る（
７
）。
ま
た
、
彼
が
唐
代
に
門
下
待
詔
と

し
て
入
朝
し
た
時
に
は
、
兄
王
通
と
關
係
の
あ
っ
た

や
杜
淹
等
が
相
應
の
ポ

ス
ト
に
就
い
て
い
た
。
高
木
氏
が
「
こ
う
し
た
環

か
ら
す
れ
ば
、
彼
に
は
相
當

の
官
位
が
約
束
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
い
か
な
る
理
由
が
あ

っ
た
の
か
、
彼
は
四
、
五
年
の
閒
待
詔
の
身
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
彼
は
み
ず
か

ら
が
唐
朝
に
入
り
込
む
餘
地
の
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
に
相
違
な
い
。
…
…
彼
は
時

代
の
最
歬
線
と
は
意

的
に
絕
緣
し
、
退
い
て
隱
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
己
の
存
立
を
は
か
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
８
）」
と
す
る
通
り
、
王
績
の
隱

遁
は
自
ら
が

ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
や
む
を
得
ぬ
選
擇
で
あ
っ
た
。

　

更
に
㊟
目
す
べ
き
こ
と
に
王
績
は
、「
元
正
賦
」
に
於
い
て
「
取
樂
長
徃
、
棲

身
太
平
（
樂
を
長
徃
に
取
り
、
身
を
太
平
に
棲と

ど

め
ん
）」
と
述
べ
、「
答
處
士
馮
子

書
」
で
も
「
吾
徒
江
海
之
士
、
擊
壤
鼓
腹
、
輸
太
平
之
稅
耳
、
帝
何
力
於
我
（
吾

徒
だ
江
海
の
士
、
擊
壤
鼓
腹
、
太
平
の
稅
を
輸い

た

す
の
み
、
帝
何
ぞ
我
に
力つ

と

め
ん
や
）」
と
述

べ
る

に
、
自
ら
が
「
太4

平4

」
の
世
の
隱
者
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
﨤
し
表
朙
し
て

い
る
。『
論
語
』
泰
伯
篇
に
「
天
下
㊒
衟
則
見
、
無
衟
則
隱
（
天
下
に
衟
㊒
ら
ば
則

ち
見
れ
、
衟
無
け
れ
ば
則
ち
隱
る
）」
と
あ
る

に
、「
㊒
衟
」
た
る
太
平
の
世
に
出

仕
す
る
こ
と
は
儒
者
と
し
て
の
責
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
先
に
擧
げ
た
呂

才
の
序
に
あ
っ
た

に
、
王
績
は
出
仕
の
度
に
「
以
疾
罷
」・「
託
以
風
疾
、
輕
舟

　

上
記
二
例
の
他
に
も
、
本
稿
の
序
で
擧
げ
た
「
散
腰
追
阮
籍
、
招
手
喚
劉
伶
」

（「
春
園
興
後
」
詩
）、「
嘗
愛
陶
淵
朙
、
酌
醴
焚
枯
魚
。
嘗
學
公
孫
弘
、
策
杖
牧
羣

豬
」（「
記
室

過

見
尋
率
題
古
意
以
贈
」
詩
）
の
如
く
、
在
官
時
か
ら
隱
遁
後
ま

で
生
涯
に
わ
た
っ
て
思

は
表
朙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

な
際
に
は
古
の
隱
士
・

高
士
の
姿
は
必
ず
客
體

4

4

と
し
て
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
客
體
と
し
て
詠
出
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ら
を
客
體
と
し
て
認

す
る
語
り
手
の
視
座

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
古
の
隱
士
を

思

す
る
自
己
が
は
っ
き
り
と
把
捉
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
高
木
氏
が
言
及
す
る

に
、
王
績
詩
文
中
に
は
隱
士
を
單
な
る
思

の

對
象
と
し
て
で
は
な
く
、
自
己
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
、
す
な
わ
ち
比
擬
の
對
象

と
し
て
設
定
す
る
詩
群
が
存
在
し
て
い
る
。
王
績
は
單
純
な
思

を
超
え
て
比
擬

を
求
め
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
隱4

遁4

せ
ざ
る
を
得
な
い

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
、
彼
を
取

り
卷
く
現
實
と
深
く
關
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

〈
呂
才
「
東
皐
子
集
序
」〉

　

大
業
末
、
應
孝
悌
廉

舉
、
射
策
高
第
、
除
祕
書
正
字
。
…
…
高
情
勝
氣
、
獨

步
當
時
。
及
爲
正
字
、
端
簪
理
笏
、
非
其
所
好
。
以
疾
罷
、
乞
署
外

、
除
揚
州

六
合
縣
丞
。
…
…
君
篤
於
酒
德
、
頗
妨

務
。
時
天
下
亂
、

法
嚴
、
屢
被
勘

。
君
嘆
曰
、
網
羅
高
懸
、
去
將
安
所
。
遂
出
所
受
俸
錢
、
積
於
縣
門
外
、
託
以

風
疾
、
輕
舟
夜
遁
。
…
…
武
德
中
、
詔

、
以
歬
揚
州
六
合
縣
丞
、
待
詔
門
下
省
。

…
…
貞

初
、
以
疾
罷
歸
。

　
（
大
業
の
末
、
孝
悌
廉

の
舉
に
應
じ
て
、
射
策
高
第
、
祕
書
正
字
に
除
せ
ら
る
。
…
…

高
情
勝
氣
、
當
時
に
獨
步
す
。
正
字
と
爲
る
に
及
び
、
簪
を
端た

だ

し
笏
を
理
む
る
は
、
其
の

好
む
所
に
非
ず
。
疾
を
以
て
罷
め
、
外

に
署
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
い
、
揚
州
六
合
縣
丞
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六
四

「
獵
馬
」
が
そ
れ
ぞ
れ
歸
す
べ
き
場
所
に
歸
還
す
る
場
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
王
績
の
隱
遁
空
閒
は
、
淵
朙
の

に
本
來
的
な
自
己
を
守
る
爲
の
空
閒
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
王
績
は
六
合
縣
丞
を
辭
し
た
際
「
網
羅
高
懸
、

去
將
安
所
」
と
述
べ
て
い
た（
９
）。
隱
遁
し
た
東
皐
の
空
閒
に
も
社
會
の
「
網
羅
」
は

懸
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
社
會
に

懣
や
る
か
た
な
い
思
い
を
抱
き
な
が
ら
自
己

は
存
在
し
て
い
る
。
淵
朙
の
隱
遁
空
閒
は
脫4

社
會
的
空
閒
と
し
て
確
立
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
王
績
の
そ
れ
は
社
會
の
網
羅
に
圍
ま
れ
て
い
る
が
故
に
、
社
會
に

對
す
る
視
點
を
放

で
き
な
い
と
い
う
社
會
的
（
對4

社
會
的
）
空
閒
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

再
び
「
野

」
詩
に
戾
る
と
、
七
句
目
に
於
い
て
語
り
手
は
「
相
顧
無
相

」

と
一
人

獨
感
を
表
白
し
て
い
る
。
王
績
は
屢
々

獨
を
詠
う
の
で
あ
る
が
、
こ

の

獨
感
は
多
用
さ
れ
る
「
誰
知
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
朙
確
に
提
示
さ
れ
て
い

る
。

〈「
古
意
」
其
一
〉

　

世
無
鍾
子
朞　
　

世
に
鍾
子
朞
無
く

　

誰
知
心
所
屬　
　

誰
か
知
ら
ん　

心
の
屬
す
る
所
を

〈「
讀
眞
隱
傳
見
披
裘
公
及
漢
濱
老
父
因
題
四

」
詩
〉

　

世
人
無
所
　
　

世
人　

る
所
無
し

　

誰
知
方
寸
心　
　

誰
か
知
ら
ん　

方
寸
の
心
を

〈「
晚
年
敘
志
示
翟
處
士
正
師
」
詩
〉

　

自
㊒
居
常
樂　
　

自
ら
常
樂
に
居
る
㊒
れ
ど
も

　

誰
知
我
世
憂　
　

誰
か
知
ら
ん　

我
が
世
の
憂
い
を

夜
遁
」・「
以
疾
罷
歸
」
と
、「
疾
」
に
託
け
て

を
辭
し
て
い
る
。「
太
平
」
の
世

で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
出
仕
に
徹
底
で
き
な
い
自
己
、
隱
遁
空
閒
に
在
ら
ざ
る

を
得
な
い
自
己
を
見
つ
め
た
時
、
隱
者
た
る
自
己
を
全
面
的
に
肯
定
で
き
な
い
と

い
う
、
自
己
否
定
的
表
現
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
は
、
あ
る
意
味
當
然
の
結
果
と

言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
淵
朙
の
如
き
亂
世
に
於
け
る
隱
遁
は
、「
無
衟
則
隱
」

と
い
う
儒
敎
的
價
値
が
あ
る
の
だ
が
、
太
平
の
世
で
の
隱
遁
は
無
價
値
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
王
績
は
時
代
の
中
で
そ
の

な
隱
遁
を
選
擇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
の
自
己
否
定
な
の
で
あ
る
。

　

隱
遁
後
に
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
野

」
詩
に
は
、
そ
の

な
生
々
し
い
語

り
手
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〈「
野

」
詩
〉

　

東
皐
　
　

　

東
皐

み

　

徙
倚
將
何
依　
　

徙
【
あ
て
も
無
く
彷
徨
つ
て
】

倚
し
て　

將は

た
何
く
に
か
依
ら
ん
と
す

　

樹
樹
皆
秋
色　
　

樹
樹　

皆
秋
色
あ
り

　

山
山
唯

暉　
　

山
山　

唯
だ

暉
あ
り

05
牧
人
驅
犢
﨤　
　

牧
人　

犢
を
驅
り
て
﨤
り

　

獵
馬
帶
禽
歸　
　

獵
馬　

禽
を
帶
び
て
歸
る

　

相
顧
無
相　
　
　

相
い
顧
り
み
れ
ど
も
相

無
く

　

長
歌
懷
採　
　
　

長
歌
し
て
採

を
懷
う

　
「
野

」
詩
中
に
は
、
自
身
の
隱
遁
空
閒
を
あ
て
も
無
く
彷
徨
い
步
く
語
り
手

の
姿
が
提
示
さ
れ
る
。
第
六
句
目
ま
で
、
陶
淵
朙
の
「
飮
酒
」
其
五
「
採

東
籬

下
、
悠
然
見
南
山
。
山
氣
日
夕
佳
、
飛
鳥
相
與
還
（

を
採
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と

し
て
南
山
を
見
る
。
山
氣
日
夕
に
佳
く
、
飛
鳥
相
い
與
に
還
る
）」
の
如
く
、「
牧
人
」



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

六
五

　

さ
て
、「
獨
坐
」
と
い
う
語
は
、
六
朝
朞
に
は
殆
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く（

（（
（

、

王
績
に
至
っ
て
ま
と
ま
っ
た
詩
語
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
詩
題
と
し
て
多
用
さ
れ

る
。

〈「
獨
坐
」
詩
（
以
下
「
獨
坐
」
Ａ
詩
と
す
る
）〉

　

託
身
千
載
下　
　

身
を
託
す
千
載
の
下

　

聊
思

物
初　
　

聊
か
思
う

物
の
初

　

欲
令
無
作
㊒　
　

無
を
し
て
㊒
作た

ら
し
め
ん
と
欲
す
も

　

飜
覺
實
成
虛　
　

飜
っ
て
覺
る　

實
の
虛
と
成
る
を

05
周
文
方
定
策　
　

周
文　

方
に
策
を
定
め

　

秦
帝

焚
書　
　

秦
帝　

ち
書
を
焚
く

　

寄
語
無
爲
者　
　

語
を
寄
す　

無
爲
の
者
に

　

知
君
晤
㊒
餘　
　

知
ら
ん
君
晤む
か

い
て
餘
㊒
る
を

　

こ
の
「
獨
坐
」
と
い
う
語
、
初
出
は
阮
籍
の
「
詠
懷
」
詩
其
十
五
で
あ
る
。
ま

た
「
獨
坐
」
の
語
は
、
江
淹
「
效
阮
公
詩
」
其
三
に
も
「
獨
坐
東
軒
下
、
雞
鳴
夜

已
晞
（
獨
り
坐
す
東
軒
の
下
、
雞
鳴
き
て
夜
已
に
晞あ

く
）」
と
用
い
ら
れ
て
お
り
、
阮

籍
の
「
詠
懷
」
詩
を
特

付
け
る
語
と
し
て
認

さ
れ
て
い
た
。
王
績
の
「
獨

坐
」
詩
も
「
詠
懷
」
詩
を
意

し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
其
十
五
〉

　

獨
坐
空
堂
上　
　

獨
り
坐
す　

空
堂
の
上

　

誰
可
與

者　
　

誰
か
與
に

し
む
べ
き
者
ぞ

　

出
門
臨
永
路　
　

門
を
出
で
て
永
路
を
臨
む
も

　

不
見
行
車
馬　
　

行か
け

る
車
馬
を
見
ず

　

以
上
の

に
、
王
績
の
心
中
に
は
自
己
の
「
心
」
や
「
憂
」
を
理
解
す
る
も
の

が
誰
も
い
な
い
と
い
う

獨
感
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

獨
は
、
社
會

か
ら
は
じ
か
れ
た
自
己―

「
太
平
」
の
世
に
隱
遁
を
選
擇
せ
ざ
る
を
得
な
い
自

己―
が
誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。
今
こ
の
時

4

4

4

4

に
自
己
を
理
解
す
る

も
の
が
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
王
績
の
視
點
は
今
こ
の
時
で
は
な
く
古
の

4

4

隱
士
・
高

士
、「
野

」
詩
で
は
對
社
會
的
視
點
を
持
ち
つ
つ
首
陽
に
隱
れ
た
伯
夷
叔
齊
の

姿
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

以
上
の

な
構
造
の
上
でO

w
en

氏
の
指

す
る

な
思

の
表
朙
が
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

獨
感
は
「
嘗
愛
陶
淵
朙
」（
記
室

過

見
尋
率
題

古
意
以
贈
」
詩
）、「
績
將
遊
焉
」（「
醉
鄕
記
」）
や
「
長
歌
懷
採

」（「
野

」
詩
）

の
如
き
單
純
な
思

だ
け
で
は
解
決
し
得
な
い
。
そ
こ
で
自
己
と
古
の
隱
士
・
高

士
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
比
擬
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

次
節
で
は
、
王
績
詩
文
の
中
で
比
擬
が
具
體
的
に
ど
の

に
表
現
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、「
獨
坐
」
の
詩
群
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

Ⅱ　
「
獨
坐
」
の

閒―

對
自
己
的
構
造
性

　

自
己
と
古
の
隱
士
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
の
が
比
擬
で
あ
る
な
ら
ば
、
比
擬

に
は
先
ず
自
己
存
在
を
し
か
と
見
極
め
て
い
く
視
點
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
の

な
視
點
（
對
自
的
視
點
）
は
、「
獨
坐
」
と
い
う
語
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
獨
り
坐
す
」
と
い
う
行
爲
に
よ
っ
て
自
己
と
ど
こ
ま
で
も
向
き
合
っ
て
い
く
空

閒
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
「
獨
坐
」
と
い
う
詩
題
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
詩
群
を
考
察
し
、
そ

の
對
自
的
空
閒
の
中
で
、
古
の
隱
士
・
高
士
と
同
等
の
自
己
が
如
何
に

得
さ
れ

て
い
く
の
か
を
究
朙
す
る
。
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六
六

る
「
獨
坐
」
詩
（
以
下
「
獨
坐
」
Ｂ
詩
と
す
る
）
竝
び
に
「
山
中
獨
坐
」
詩
で
あ
る
。

〈「
獨
坐
」
Ｂ
詩
〉

　

問
君
樽
酒
外　
　

君
に
問
う　

樽
酒
の
外

　

獨
坐
更
何
須　
　

獨
り
坐
し
て　

更
に
何
を
か
須
め
ん

　

㊒
客
談
名
理　
　

客
の
名
理
を
談
ず
る
㊒
り

　

無
人
索
地
租　
　

人
の
地
租
を
索
む
る
無
し

05
三
男
婚
令
族　
　

三
男　

令
族
と
婚
し

　

五
女
嫁
賢
夫　
　

五
女　

賢
夫
に
嫁
ぐ

　

百
年
隨
分
了　
　

百
年　

分
に
隨
い
て
了
る

　

未
羨
陟
方
壺　
　

未
だ
方
壺
に
陟
る
を
羨
ま
ず

〈「
山
中
獨
坐
」
詩
〉

　

試
逐
遊
山
去　
　

試
み
に
逐
い
て　

山
に
遊
び
て
去
り

　

聊　

避
俗
情　
　

聊
か

る　

俗
を
避
く
る
の
情

　

引

還
當
井　
　

れ
を
引
き
て
還
た
井
に
當
て

　

憑
樹

爲
楹　
　

樹
に
憑
り
て

ち
楹
と
爲
す

05
酒
中
𣷹
藥
氣　
　

酒
中　

藥
氣
を
𣷹
え

　

琴
裏
作
松
聲　
　

琴
裏　

松
聲
を
作
す

　

石
鑪
煎
玉
髓　
　

石
鑪　

玉
髓
を
煎
り

　

土
釜
出
金
精　
　

土
釜　

金
精
を
出
だ
す

　

水
碧
連
年
服　
　

水
碧　

年
を
連
ね
て
服
し

10
雲
丹
計
日
成　
　

雲
丹　

日
を
計
り
て
成
る

　

還
看
市
朝
路　
　

還
た
看
る
市
朝
の
路

　

無
處
不
營
營　
　

處
と
し
て
營
營
な
ら
ざ
る
は
無
し

05
登
高

九
州　
　

高
き
に
登
り
て
九
州
を

め
ば

　

悠
悠
分
曠
野　
　

悠
悠
と
し
て
曠
野
分
か
る

　

鳥
西
北
飛　
　

鳥　

西
北
に
飛
び

　

離
獸
東
南
下　
　

離
獸　

東
南
に
下
る

　

日　

思
親
友　
　

日

れ
て
親
友
を
思
い

10
晤
言
用
自
寫　
　

晤
言
し
て
用
て
自
ら
寫の
ぞ

か
ん

　
「
詠
懷
」
詩
の
語
り
手
に
つ
い
て
、
大
上
正
美
氏
は
「
現
實
の
辛

に
耐
え
て

い
る
」
と
し
、
そ
の

な
語
り
手
の
「
獨
坐
」
が
歬
提
と
な
る
か
ら
こ
そ
、
友

を
求
め
て
「
出
門
」、「
登
高
」
と
い
う
「
二
重
の
突
出
」
が
行
わ
れ
る
と
言
及

し
、「
阮
籍
の
抱
え
こ
ん
だ

酷
な
現
實
と
、
そ
れ
へ
の
冷
徹
な
凝
視
の
眼
」

こ
そ
が
「
詠
懷
」
詩
の
表
現
を

え
、
語
り
手
を
突
出
へ
と
驅
り
立
て
る
と
す

る（
（（
（

。
同
じ

に
「
獨
坐
」
Ａ
詩
の
表
現
を

え
て
い
る
の
は
、
太
平
の
世
に
隱
者

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

々
し
い
現
實
で
あ
る
。
し
か
し
「
獨
坐
」
Ａ
詩
に

は
「
突
出
」
は
語
ら
れ
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
自
己
に
向
か
っ
て
い
く
空
閒
が
出
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
欲
令
無
作
㊒
、
飜
覺
實
成
虛
」
と
い
う
重

し

い
言

で
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
感
慨
は
俗
世
で
は
誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
か
ら
こ

そ
、
終
聯
で
「
無
爲
者
」
と
い
う
同
好
の
士
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ

る
。「
詠
懷
」
詩
も
「
獨
坐
」
Ａ
詩
も
、
現
實
で
滿
た
さ
れ
な
い

4

4

4

4

4

4

自
己
が
、
表
現

行
爲
の
中
で
發
見
さ
れ
て
い
る
點
で
は
共
通
す
る
。
両
者
と
も
に
、
現
實
で
も
表

現
內

で
も
滿
た
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、「
無
爲
者
」
や
「
親
友
」
と
い
う
他
者

が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
詩
的
構
造
の
類
似
か
ら
も
、「
獨
坐
」
Ａ

詩
は
、
阮
籍
の
「
詠
懷
」
詩
を
意

し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
王
績
の
他
の
「
獨
坐
」
詩
に
は
、「
獨
坐
」
Ａ
詩
と
は

な
り
、
滿
た

4

4

さ
れ
た

4

4

4

隱
遁
空
閒
が
示
さ
れ
る
も
の
も
ま
た
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
次
に
擧
げ



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

六
七

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
木
氏
の
い
う
「
比
擬
」
の

地
の
一
つ
が
、「
獨

坐
」
と
い
う
對
自
的
構
造
の
中
で

得
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ　
「
自
贈
」「
自
答
」
の
構
造

　

歬
節
で
は
、「
獨
坐
」
と
い
う
詩
作
行
爲
が
契
機
と
な
っ
て
、
自
己
と
淵
朙
と

の
比
擬
が
成
立
す
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。
彼
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
思

や
比

擬
を
表
朙
し
續
け
る
理
由
は
一
體
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
自
ら

が
「
太
平
」
の
世
に
隱
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
自
己
否
定
的
な
視
點
が
存

在
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
自
己
否
定
的
表
現
は
、
以
下
に
擧
げ
る
「
山

中
獨
坐
自
贈
」
詩
に
朙
確
に
表
れ
て
い
る
。

　
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
は
、
先
に
擧
げ
た
「
獨
坐
」
の
詩
群
と
同

に
對
自
性

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
自
贈
」
す
な
わ
ち
自
己
に
向
け
ら
れ
た

贈
詩
で
あ
る
こ
と
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
そ
の
上
更
に
こ
の
詩
に
は

「
自
答
」
詩
が
附
隨
し
て
お
り
、
自
己
と
自
己
と
の
贈
答
詩
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
換
言
す
れ
ば
、「
獨
坐
」
と
い
う
對
自
己
的
詩
作
の
極
點
に
、
自
己
と
對
話

す
る
も
う
一
人
の
自
己
の
姿
が
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自4

贈
」「
自4

答
」
詩
に
こ
そ
、
自
己
を
客

的
に
、
し
か
も
銳
く
見
つ
め
る
視
點
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。

〈「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
〉

　

幽
人
似
不
平　
　

幽
人　

平
か
な
ら
ざ
る
が
似ご
と

し

　

獨
坐
北
山
楹　
　

獨
り
坐
す　

北
山
の
楹

　

攜
妻
梁
處
士　
　

妻
を
攜
う　

梁
處
士

　

別
婦
許
先
生　
　

婦
と
別
る　

許
先
生

05
擯
俗
勞
長
歎　
　

俗
を
擯し
り
ぞけ
て　

長
歎
に
勞つ
か

れ

　

上
記
の
「
獨
坐
」
Ｂ
詩
、「
山
中
獨
坐
」
詩
は
、
阮
籍
や
淵
朙
を
は
じ
め
と
す

る
隱
士
・
高
士
の
姿
が
思

の
對
象
と
し
て
、
つ
ま
り
客
體

4

4

と
し
て
詠
出
さ
れ
て

お
ら
ず
、
更
に
「
獨
坐
」
Ａ
詩
の
如
く
滿
た
さ
れ
な
い
自
己
の
感
懷
が
「
無
爲

者
」
と
い
う
他
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　
「
獨
坐
」
Ｂ
詩
の
初
句
「
問
君
樽
酒
外
」
は
、
淵
朙
の
「
問
君
何
能
爾
、
心
遠

地
自
偏（

（（
（

（
君
に
問
う
何
ぞ
能
く
爾
る
と
、
心
遠
け
れ
ば
地
自
ず
か
ら
偏
な
り
）」
の
語
を

用
い
、
終
聯
「
百
年
隨
分
了
、
未
羨
陟
方
壺
」
も
、
淵
朙
の
「

事
如
已
高
、
何

必
升　

嵩（
（（
（

（

事
如
し
已
に
高
け
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も

嵩
に
升
ら
ん
）」
と
同

の

表
現
で
あ
る
。
以
上
の

に
、「
獨
坐
」
Ｂ
詩
に
は
淵
朙
的
な
隱
遁
空
閒
が
提
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同

に
「
山
中
獨
坐
」
詩
も
、
初
聯
「
試
逐
遊
山
去
、
聊　

避
俗
情
」
と
山
中

の

足
し
た
空
閒
が
提
示
さ
れ
た
後
、「
酒
」「
琴
」
や
「
玉
髓
」「
金
精
」
と
そ

の
空
閒
を
補
足
す
る
も
の
が
象

的
に
示
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、「
獨
坐
」
Ｂ
詩

竝
び
に
「
山
中
獨
坐
」
詩
に
は
、
滿
た
さ
れ
た

4

4

4

4

4

隱
者
と
し
て
の
空
閒
が
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
「
獨
坐
」
Ａ
詩
の
如
く
、
他
者
へ
と
向
か

う
視
點
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　

つ
ま
り
以
上
二
首
は
、「
獨
坐
」
と
い
う
對
自
性
の
中
で
、
思

の
對
象
と
し

て
の
古
の
隱
士
も
、
自
己
を
理
解
す
る
存
在
「
無
爲
者
」
も
必
要
と
し
な
い
、
隱

者
と
し
て
の
滿
た
さ
れ
た

4

4

4

4

4

空
閒
が

得
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
滿
た
さ
れ
た
隱

遁
空
閒
で
は
、
他
者
（
古
の
隱
士
・「
無
爲
者
」）
が
客
體
と
し
て
出
現
す
る
こ
と
も

な
く
、
語
り
手
だ
け
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、「
太
平
」
の

世
の
隱
者
が
滿
た
さ
れ
る
爲
に
は
、
古
の
隱
者
淵
朙
と
完
全
に
重
な
り
合
う
こ
と

が
歬
提
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
王
績
は
「
獨
坐
」
Ｂ
詩
で
「
問
君
」
等
、
淵
朙

の
表
現
を
踏

し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
淵
朙
に
比
擬
し
て
い
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第
十
一
句
で
は
、
こ
れ
ら
四
者
の
隱
士
の
生
き
方
に
對
し
て
、
是
非
の
基
準
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
（「
是
非
何
處
在
」）
と
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。「
自
贈

4

4

」
詩

で
あ
る
以
上
、
こ
の
問
い
は
隱
士
に
對
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
重
ね
合
わ
さ

れ
た
自
己
に
對
す
る
問
い
で
も
あ
る
。

　

更
に
終
句
で
は
、「
是
非
」
は
ど
こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
、
そ
こ
で
「
縱

橫
（
彷
徨
い
步
き
）」
し
て
い
る
姿
こ
そ
お
歬
の
姿
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

も
う
一
人
の
自
己
が
自
己
に
「
贈
」
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
隱
遁
空
閒
に
在
り
な

が
ら
「
縦
橫
」
し
て
い
る
「
幽
人
」
は
、
こ
の
ま
ま
四
者
の
隱
者
の
如
く
隱
遁
し

つ
づ
け
て
世
か
ら
隱
れ
る
こ
と
と
、「
太
平
」
の
世
に
出
仕
す
る
こ
と
と
、
ど
ち

ら
に
「
是
非
」
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
事
に
思
い
惱
ん
で
い
る
自
己
そ
の
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
も
う
一
人
の
自
己
と
の
「
贈
答
」
の
中
で
發
見
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

ま
た
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
に
於
い
て
、
隱
者
の
空
閒
は
「
擯
俗
勞
長
歎
、
尋

山
倦
遠
行
。
空
山
斜
照

、
古
樹
寒
烟
生
」
と
、
寒
々
し
く
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
詠
わ
れ
、
更
に
第
三
句
の
「
梁
處
士
（
梁
鴻
）」
に
つ
い
て
は
、「
端
坐

詠
思
」
詩
で
「
張
衡
賦
四
愁
、
梁
鴻
歌
五　

。
慷
慨
□
□
□
、
憔
悴
將
焉
如（

（（
（

（
張

衡
四
愁
を
賦
し
、
梁
鴻
五

を
歌
う
。
慷
慨
□
□
□
、
憔
悴
し
て
將は

た
焉
く
に
か
如ゆ

く
）」

と
し
、
梁
鴻
の
隱
遁
の
原
因
と
な
っ
た
「
五

」
を
取
り
上
げ
て
、
彼
に
對
し
て

「
憔
悴
」
と
い
う
評
價
を
與
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
自
贈
」
詩
の
語
り
手
で
あ

る
も
う
一
人
の
自
己
が
、
隱
者
と
し
て
の
自
己
の
㊒
り

を
否
定
的
に
捉
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
隱
遁
を
否
定
的
に
捉
え
る
も
う
一
人
の
自
己

の
贈
詩
の
中
で
、
太
平
の
世
に
隱
者
と
し
て
し
か
生
き
ら
れ
な
い
自
己
が
よ
り
朙

確
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の

に
太
平
の
世
へ
の
出
仕
と
、
世
を
迯
れ
隱
遁
し
つ
づ
け
る
こ
と
と
に

思
い
惱
む
自
己
が
自
問
の
中
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く―

そ
れ
は
隱
遁
を
否

　

尋
山
倦
遠
行　
　

山
を
尋
ね
て　

遠
行
に
倦つ
か

る

　

空
山
斜
照
　
　

空
山　

斜
照

ち

　

古
樹
寒
烟
生　
　

古
樹　

寒
烟
生
ず

　

解
組
陶
元
亮　
　

組
を
解
く　

陶
元
亮

10
辭
家
向
子
平　
　

家
を
辭
す　

向
子
平

　

是
非
何
處
在　
　

是
非　

何
處
に
か
在
ら
ん

　

潭
泊　

縱
橫　
　

潭
泊　

し
み
て
縱
橫
す

　

初
句
「
幽
人
」
は
『
易
經
』
に
基
づ
く
語
で
あ
り（

（（
（

、
六
朝
朞
に
は
隱
遁
者
の

理
想
像
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
陶
淵
朙
「
命
子
」
詩
に

は
「
紛
紛
戰
國
、

衰
周
。
鳳
隱
於
林
、
幽
人
在
丘
（
紛
紛
た
る
戰
國
、

た

る
衰
周
。
鳳
は
林
に
隱
れ
、
幽
人
は
丘
に
在
り
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
幽
人
」
は
、

「
紛
紛
戰
國
、

衰
周
」―

天
下
が
「
無
衟
」
で
あ
る
が
故
に
隱
遁
す
る
も

の
と
し
て
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
の
「
幽

人
」
は
「
不
平
」
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
不

平
」
は
、
太
平
の
世
に
疎
外
さ
れ
た
自
己
が
「
獨
坐
」
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
獨
り
坐
し
自
ら
贈
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
梁
處
士
（
梁
鴻
）」「
許
先

生
（
許

）」「
陶
元
亮
（
陶
淵
朙
）」「
向
子
平
（
向
長
）」
が
出
現
す
る
。
こ
こ
で

は
先
の
「
獨
坐
」
の
詩
群
と

な
り
、
古
の
隱
士
の
姿
が
客
體
＝
他
者
と
し
て
出

現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
單
な
る
思

の
對
象
と
し
て
で
は
な
い
。
本

詩
は
「
自
贈
」
と
い
う
詩
題
が
示
す
通
り
、
自
ら
を
見
つ
め
る
も
う
一
人
の
自
己

か
ら
の
贈
詩
で
あ
っ
て
、
お
ま
え
（
つ
ま
り
自
分
自
身
で
あ
る
「
幽
人
」）
の
生
き
方

は
彼
ら
そ
の
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
に
客
體
と
し
て
詠
出
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

六
九

以
て
鳴
る
）」
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
第
十
句
「
梧
桐
倚

施
」
は
こ
れ
を
典

據
と
し
、
そ
れ
は
金
榮

校
㊟
『
王
績
詩
文
集
校
㊟
』
が
「
謂

施
疲
勞
精
神
而

不
知
順
應
自
然
以
養
生
也
（

施
が
精
神
を
疲
弊
さ
せ
、
自
然
に
順
應
し
て
生
を
養
う

こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
の
句
は
言
っ
て
い
る
）」
と
指

す
る

に
、
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
以
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
公
子
」「
老

」「
王

霸
」
の
如
き
隱
者
の
空
閒
は
「
溪

無
限
水
、
樹
長
自
然
枝
」
と

足
し
た
も
の

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
に
於
い
て
隱

遁
空
閒
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
詠
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
自
答
」
詩
で
は

足
し
た
隱
者
の
空
閒
を
示
す
こ
と
と
、

施
を
否
定
的
に
詠

じ
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
人
の
自
己
が
「
自
贈
」
中
で
否
定
し
た
隱
遁
空

閒
を
肯
定
し
、
反
駁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
自
答
」
詩
は
「
楊
朱
那
早
計
、
煩
此
泣
途
岐
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

「
公
子
」「
老

」「
王
霸
」
と
、「

施
」
と
を
對
比
的
に
提
示
し
、
終
聯
で
楊
朱

が
分
か
れ
衟
で
惱
ん
だ
こ
と
を
非
難
す
る
と
い
う
の
は
、
隱
者
と
し
て
生
き
る
方

が
壓
倒
的
に
良
い
の
に
、
惱
ん
だ
楊
朱
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「

し
み
て
縱
橫
す
」

る
「
幽
人
」
は
愚
か
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

自
問
自
答
の
形
式
に
よ
っ
て
、
思
い
惱
む
自
己
が
朙
確
化
さ
れ
て
い
く
の
は
、

陶
淵
朙
「
形
影
神
」
と
同

の
構
造
で
あ
る

に
見
え
る
。「
形
影
神
」
は
「
形
」

と
「
影
」
の
議
論
に
、「
神
」
の
「
釋4

」
と
い
う
絕
對
的
結
論
が
加
え
ら
れ
、
自

己
內

の
對
話
は
そ
こ
で
完
結
す
る（

（（
（

。
王
績
詩
も
同

に
、「
自
贈
」
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
隱
遁
空
閒
の
否
定
の
後
、「
自
答
」
に
於
い
て
そ
の
空
閒
を
肯
定
す
る

こ
と
で
自
己
對
話
は
完
結
し
て
い
る

に
見
え
る
が
、
實
は
そ
う
で
は
な
い
。
繰

り
﨤
し
に
な
る
が
、
王
績
の
隱
遁
は
自
ら
が

ん
だ
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
そ

の

な
空
閒
に
在
り
續
け
る
限
り
、
隱
遁
を
否
定
す
る
も
う
一
人
の
自
己
か
ら
の

定
的
に
述
べ
る
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た―

の
が
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
で
あ

っ
た
が
、「
自
答
」
詩
で
は
そ
れ
に
對
し
て
以
下
の

に
反
駁
す
る
。
な
お
「
自

答
」
詩
に
は
缺
字
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
缺
字
は
そ
の
ま
ま
に
訓

讀
を
試
み
た
（
待
考
）。

〈「
自
答
」
詩
〉

　

公
子
澹
無
爲　
　

公
子　

澹
に
し
て
無
爲

　

非
關
懷
□
移　
　

懷
□
の
移
る
に
關
す
る
に
非
ず

　

老　

猶
㊒
婦　
　

老
　

猶
お
婦
㊒
り
て

　

王
霸
豈
無
兒　
　

王
霸　

豈
に
兒
無
か
ら
ん
や

05
人
世
何
勞
鬲　
　

人
世　

何
ぞ
勞
鬲
せ
ん

　

生
涯
故
可
知　
　

生
涯　

故も
と

よ
り
知
る
べ
し

　

溪

無
限
水　
　

溪
は

る　

無
限
の
水

　

樹
長
自
然
枝　
　

樹
は
長
ず　

自
然
の
枝

　

竹
林
橫
□
□　
　

竹
林　

□
□
を
橫
え

10
梧
桐
倚　

施　
　

梧
桐　

施
を
倚よ

す

　

楊
朱
那
早
計　
　

楊
朱　

那
ぞ
早
計
な
る

　

煩
此
泣
途
岐　
　

此
に
煩
い
て
途
岐
に
泣
く

　

第
一
句
「
公
子
」、
第
三
「
老

」
第
四
「
王
霸
」
と
、
隱
者
の
姿
が
出
現
す

る
の
は
「
自
贈
」
と
同

で
あ
り
、
隱
遁
空
閒
に
在
る
自
ら
の
姿
を
こ
れ
ら
の
隱

者
に
託
し
て
い
る
。
一
方
で
第
十
句
「

施
」
は
、
隱
者
で
は
な
く
名
家
の
人
物

で
あ
っ
て
、

子
に
「
今
子
外
乎
子
之
神
、
勞
乎
子
之
精
、
倚
樹
而
吟
、
據
槁

梧
而
瞑
。
天
選
子
之
形
、
子
以
堅
白
鳴（

（（
（

（
今
子

【
惠
施
】は

子
の
神
を
外
に
し
、
子
の
精
を
勞

し
、
樹
に
倚
り
て
吟
じ
、
槁
梧
に
據
り
て
瞑
す
。
天
子
の
形
を
選そ

な

え
し
に
、
子
は
堅【

詭
辯
】白
を
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第
六
十
七
集

七
〇

は
客
體
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
客
體
と
し
て
意

す
る
語

り
手
の
姿
が
は
っ
き
り
と
把
捉
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
で
比

擬
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
己
に
向
か
う
、
對
自
己
的
「
獨
坐
」
空
閒
で
の
詩
作
が
必

要
と
さ
れ
、
そ
こ
で
は
阮
籍
や
陶
淵
朙
の
姿
は
語
り
手
自
ら
の
も
の
と
し
て
重
ね

ら
れ
て
い
た
。

　

彼
は
時
に
は
淵
朙
を
思

し
、
時
に
は
淵
朙
に
自
己
を
比
擬
す
る
な
ど
、
淵
朙

と
自
己
と
の
關
係
性
を

々
に
捉
え
て
表
現
し
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
「
太
平
」
の
世
に
隱
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の

な
自
己
は
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
と
い
う
自
己
と
自
己
と
の
贈
答

詩
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
る
。

　
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
で
は
、
自
ら
の
據
り
所
で
あ
る
は
ず
の
隱
者
淵
朙
の
姿

が
否
定
的
媒
介
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
太
平
」
の
隱
者
た
る
自

己
が
强
烈
に
否
定
さ
れ
て
い
た
。「
自
答
」
詩
で
は
そ
れ
に
答
え
る
形
で
隱
者
た

る
自
己
を
肯
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
單
純
な
反
駁
で
は
な
く
、

否
定
の
否
定
に
よ
っ
て
止
揚
し
て
い
く
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
太
平
」
の
世
の
隱
者
で
あ
る
こ
と
を
否
定
的
に
捉
え
る
自
己
と
、
そ
れ
を
ど

う
に
か
肯
定
し
よ
う
と
す
る
自
己
、
そ
れ
が
「
自
贈
」「
自
答
」
の
詩
作
の
中
で

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
隱
者
た
る
自
己
を
否
定
す
る
視
點
は
、

「
網
羅
」
が
懸
か
っ
た
社
會
的
空
閒
に
在
る
限
り
消
失
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
彼
は
生
涯
に
涉
っ
て
亂
世
の
隱
者
の
姿
を
思

し
、
或
い
は
自
ら
と
重
ね

合
わ
せ
比
擬
し
て
い
く
と
い
う
表
現
行
爲
に
執
着
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
「
太
平
」
の
世
に
於
け
る
隱
遁
と
、「
無
衟
」
た
る
亂
世
で
の
隱
遁
と
が

同

の
價
値
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
と
强
く
意
味
付
け
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

視
點
は
再
び
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
對
し
て
再
度
隱
者
た
る
自
己
を
肯

定
し
て
い
く
視
點
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
「
自
贈
」「
自
答
」
詩

は
「
形
影
神
」
の
「
神
釋
」
の
如
き
絕
對
的
結
論
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
た
議
論
で

は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
自
己
と
對
峙
し
續
け
て
い
く

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
構
造
で
あ
る
。
た
だ

し
そ
れ
は
、〈
隱
の
否
定
⇄
隱
の
肯
定
〉
と
い
う
單
純
な
反
駁
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
い
。「
太
平
」
の
世
の
隱
遁
を
自
ら
否
定
し
、
ま
た
肯
定
す
る
と
い
う
反

復
、
す
な
わ
ち
〈
隱
の
否
定
→
隱
の
肯
定
→
隱
の
否
定
→
隱
の
肯
定
→
…
…
〉
と

い
う
構
造―

こ
れ
は
「
獨
坐
」
と
い
う
對
自
己
的
空
閒
で
の
詩
作
が
歬
提
と
さ

れ
る
構
造
で
あ
る―
の
中
で
止ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン揚
し
て
い
き
、
隱
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い

自
己
に
强
く
意
味
づ
け
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
で
は
、「
太
平
」
の
世
の
隱
者
た
る
自
己
に
對
す
る

4

4

4

4

4

4

强
烈

な
否
定
と
し
て
、
自
己
と
重
ね
ら
れ
た
隱
者
淵
朙
の
姿
が
否
定
的
に
提
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の

な
自
己
否
定
の
さ
め
た
視
點
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
彼

は
淵
朙
を
は
じ
め
と
す
る
隱
士
に
對
し
て
思

や
比
擬
を
繰
り
﨤
し
表
朙
す
る
の

で
あ
る
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
淵
朙
へ
の
思

や
比
擬
を
殊
更
に
表
現
す
る
こ
と
、
ま
た
太

樂
丞
の
官
位
を
求
め
た
際
に
「
此
中
㊒
深4

意
（
此こ

中こ

に
深
意
㊒
り
）」
と
發
し
て
自

ら
を
淵
朙
に
擬
え
る
行
爲（

（（
（

、
そ
の
全
て
が
「
太
平
」
に
隱
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い

自
己
を
肯
定
す
る
爲
の
方
法
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
の

な
自
己
肯
定
の
契
機
と

な
っ
て
い
る
も
の
こ
そ
、「
山
中
獨
坐
自
贈
」
詩
で
設
定
さ
れ
て
い
た
否
定
的
媒

介
と
し
て
の
陶
淵
朙
の
姿
な
の
で
あ
っ
た
。

結

　

本
稿
で
は
先
ず
、
先
行
硏
究
が
指

す
る
阮
籍
・
陶
淵
朙
に
對
す
る
思

の
表

朙
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
。
單
純
な
思

を
表
朙
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
姿



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

七
一

（
５
）　

劉
伶
「
酒
德
頌
」
に
「
㊒
貴
介
公
子
・
搢
紳
處
士
、
聞
吾
風
聲
、
議
其
所
以
。
乃

奮
袂
攘
襟
、
怒
目
切
齒
、
陳
說
禮
法
、
是
非
蜂
起
。
先
生
於
是
方
捧
甖
承
槽
、
銜
杯

漱
醪
、
奮
髥
箕
踞
、
枕
麴

糟
、
無
思
無
慮
、
其
樂
陶
陶
。
…
…
二
豪
侍
側
、
焉

如
蜾
蠃
之
與
螟
蛉
。（
貴
介
公
子
・
搢
紳
處
士
㊒
り
、
吾
が
風
聲
を
聞
き
、
其
の
所

以
を
議
す
。
乃
ち
袂
を
奮
い
襟
を
攘
い
、
目
を
怒
ら
し
齒
を
切
し
、
禮
法
を
陳
說
し
、

是
非
蜂
起
す
。
先
生
是
に
於
い
て
方
に
甖
を
捧
げ
槽
を
承
け
、
杯
を
銜
み
醪
を
漱

り
、
髥
を
奮
い
て
箕
踞
し
、
麴
を
枕
に
し
糟
を

き
、
思
う
こ
と
無
く
慮
る
こ
と
無

く
、
其
の
樂
は
陶
陶
た
り
。
…
…
二
豪
側
に
侍
す
る
は
、
蜾
蠃
の
螟
蛉
に
與お

け
る
に

焉
如
）」
と
あ
る
。

（
６
）　
「
醉
鄕
記
」
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　

昔
者
黃
帝
氏
嘗4

4

遊4

其
都

4

4

、
歸
而
杳
然
喪
其
天
下
、
以
爲
結
繩
之
政
已

矣
。
降

及
堯
舜
、
作
爲
千
鍾
百
壺
之
獻
、
因
姑
射
神
人
以
假
衟
、

4

至
其
邊
鄙

4

4

4

4

、
終
身
太
平
。

禹
湯
立
法
、
禮
繁
樂
雜
、
數
十
代
與
醉
鄕

4

4

4

4

4

4

隔4

。
其
臣
羲
和
、

甲
子
而
迯
、

臻
其

鄕
、
失
路
而

4

4

4

衟4

夭4

、
故
天
下
遂
不
寧
。
至
乎
末
孫
、
桀
・
紂
怒
而
昇
其
糟
丘
、
階
級

千
仭
、
南
向
而

、
卒
不
見
醉
鄕

4

4

4

4

4

。
成
王
得
志
于
世
、
乃
命
公
旦
立
酒
人
氏
之

、

典
司
五
齊
、
拓
土
七
千
里
、
僅4

與
醉
鄕

4

4

4

逹4

焉4

。
故
四
十
年
刑
措
不
用
。
下
逮
幽
・

、

迄
乎
秦
・
漢
、
中
國
喪
亂
、
遂
與
醉
鄕
絕
。
而
臣
下
之
受
衟
者
、
徃
徃
竊
至

4

4

焉
。
阮

嗣
宗
・
陶
淵
朙
等
十
數
人
、
竝4

遊4

于
醉
鄕

4

4

4

。
沒
身
不
﨤
、
死

其
壤
。
中
國
以
爲
酒

仙
云
。
嗟
乎
、
醉
鄕
氏
之
俗
、
其
古

胥
氏
之
國
乎
。
何
其
淳
寂
也
如
是
。
績
將
遊

焉
、
故
爲
之
記
。

　
　
　
（
昔
者
黃
帝
氏
嘗
て
其
の
都
に

遊
す
る
も
、
歸
り
て
杳
然
と
し
て
其
の
天
下
を

喪
う
は
、
以
爲
ら
く
結
繩
の
政
已
に

し
。
降
り
て
堯
舜
に
及
び
、
作
り
て
千
鍾

百
壺
の
獻
を
爲
し
、
姑
射
神
人
に
因
り
て
以
て
衟
を
假
り
、

し
其
の
邊
鄙
に
至
り
、

終
身
太
平
た
り
。
禹
湯
法
を
立
つ
も
、
禮
は
繁
に
し
て
樂
は
雜
に
し
て
、
數
十
代
醉

鄕
と
隔
つ
。
其
の
臣
の
羲
和
、
甲
子
を

て
て
迯
れ
、
其
の
鄕
に
臻い

た

ら
ん
こ
と
を

え
ど
、
路
を
失
い
て
衟
に
夭
し
、
故
に
天
下
遂
に
寧
な
ら
ず
。
末
孫
に
至
り
、
桀

㊟
（
１
）　Stephen O

w
en, The Poetry of Early Tʼang.  N

ew
 H

aven and 
London Yale U

niversity Press, 1977. p62

（
２
）　

王
績
の
テ
キ
ス
ト
は
、
張
錫
厚
「
關
於
《
王
績
集
》
的

傳
與
五
卷
本
的
發
現
」

（『
中
國
古
典
文
學
論
叢
』
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
四
）、
竝
び
に
今
場
正
美
「
陸

淳
刪
『
東
皐
子
集
』
小

」（『
隱
逸
と
文
學―

陶
淵
朙
と
沈
約
を
中
心
と
し
て

―

』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
。
初
出
は
『
學
林
』
十
八
、一
九
九
二
）
等
で
詳
細

に
檢
證
さ
れ
て
い
る
通
り
、
王
績
と

逆
の
契
り
を
交
わ
し
た
呂
才
の
編
纂
し
た
五

卷
本
と
、
後
に
陸
淳
の
手
に
よ
っ
て
削
去
さ
れ
通
行
し
た
三
卷
本
と
が
存
在
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
五
卷
本
に
校
㊟
を
つ
け
た
金
榮

『
王
績
詩
文
集
校
㊟
』（
新
文

豐
出
版
、
一
九
九
八
）
を
底
本
と
し
た
が
、
三
卷
本
を
底
本
と
す
る
康
金
聲
・
夏
連

保
校
㊟
『
王
績
集
編
年
校
㊟
』（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
）
も
㊜
宜
參
考
に

し
た
。

（
３
）　

高
木
重
俊
「
寒
鄕
の
春―

王
績
の
文
學
」（『
初
唐
文
學
論
』
硏
文
出
版
、

二
〇
〇
五
。
初
出
は
『
人
文
論
究
』
五
十
、
一
九
九
〇
）

（
４
）　

川
合
康
三
氏
は
『
桃
源
鄕　

中
國
の
樂
園
思
想
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

二
〇
一
三
）
中
で
「
桃

源
は
漁
師
が
た
ま
た
ま
迷
い
込
ん
だ
世
界
で
あ
っ
て
、
こ

の
世
と
連
續
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
酔
鄕
は
古
代
の
理
想
鄕
と
同

じ
よ
う
に
、
も
と
も
と
別
次
元
の
世
界
で
あ
る
。
…
…
朙
暗
、
寒
暑
の
變
化
が
な
い

こ
と
は
、
時
閒
、
季
節
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
住
人
に
感
情
が
な
い
こ
と
は
、
人

閒
ら
し
さ
が
な
い
こ
と
に
な
る
。「
桃

源
記
」
に
は
人
々
が
樂
し
げ
に

ら
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
指
標
と
し
て
い
た
の
に
、「
酔
鄕
記
」
で
は
喜
怒
哀
樂
の
す
べ

て
が
な
い
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、「
醉
鄕
記
」
の
序
で
は
醉
鄕
の
人
に
對
し
て
、「
甚

淸
」
と
い
う
評
價
を
與
え
て
い
る
。
な
お
、
人
物
評
に
「
淸
」
字
を
用
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
「
人
物
評
價
に
お
け
る
「
淸
」
字
」（『
三
國
志
硏
究
』

六
、
二
〇
一
一
）
を
參
看
の
こ
と
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

七
二

紂
怒
り
て
其
の
糟
丘
に
昇
り
、
階
級
千
仭
、
南
に
向
い
て

む
も
、
卒
に
醉
鄕
を
見

ず
。
成
王
志
を
世
に
得
、
乃
ち
公
旦
に
命
じ
て
酒
人
氏
の

を
立
た
せ
、
五
齊
を
典

司
し
、
土
を
拓
か
し
む
る
こ
と
七
千
里
、
僅
か
に
醉
鄕
と
逹
す
。
故
に
四
十
年
刑
措

用
い
ず
。
下
は
幽
・

に
逮
び
、
秦
・
漢
に
迄
る
ま
で
、
中
國
喪
亂
し
、
遂
に
醉
鄕

と
絕
つ
。
而
れ
ど
も
臣
下
の
衟
を
受
く
る
者
、
徃
徃
と
し
て
竊
か
に
焉
に
至
る
。
阮

嗣
宗
・
陶
淵
朙
等
十
數
人
、
竝
び
に
醉
鄕
に
遊
ぶ
。
身
を
沒
し
て
﨤
ら
ず
、
死
し
て

其
の
壤
に

ら
る
。
中
國
以
て
酒
仙
と
爲
し
て
云
う
。
嗟
乎
、
醉
鄕
氏
の
俗
、
其
れ

古
の

胥
氏
の
國
な
ら
ん
か
。
何
ぞ
其
れ
淳
寂
な
る
こ
と
是
の
如
し
。
績
將
に
焉
に

遊
ば
ん
と
す
、
故
に
之
が
爲
に
記
す
）

（
７
）　
「
奴
婢
數
人
、
足
以
應
役
（
奴
婢
數
人
、
以
て
役
に
應
ず
る
に
足
る
）」（「
答
馮
子

處
士
書
」）
と
い
う
經
濟
的
な
餘
裕
が
あ
り
な
が
ら
も
、
三
度
出
仕
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
隱
遁
時
の
（
少
な
く
と
も
祕
書
正
字
・
六
合
縣
丞
を
辭
め
て

歸
隱
し
た
際
の
）
王
績
の
胸
中
に
は
、
常
に
出
仕
へ
の
朞
待
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
實
際
に
「
晚
年
敍
志
示
翟
處
士
正
師
」
詩
で
は
、
自
ら
の
過
去
を
想

起
し
て
「
朙
經
思
待
詔
、
學
劍
覓
封
侯
（
經
を
朙
ら
か
に
し
て
待
詔
を
思
い
、
劍
を

學
び
て
封
侯
を
覓も

と

む
）」
と
述
べ
て
い
る

に
、
出
仕
へ
の
意
欲
は
度
々
表
朙
さ
れ

て
い
る
。

（
８
）　

高
木
重
俊
「
王
績
傳
論―

呂
才
『
王
無
功
集
序
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
初
唐
文
學

論
』
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
五
。
初
出
は
『
鐮
田
正
博
士
八
十
壽
記
念
漢
文
學
論
集
』

大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
）

（
９
）　

王
績
の
「
網
羅
高
懸
、
去
將
安
所
」
と
い
う
發
言
は
、『
後
漢
書
』
逸
民
傳
に
見

え
る
老
父
の
言

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

升
曰
、
吾
聞
趙
殺
鳴
犢
、
仲
尼
臨
河
而
反
。
覆
巢
竭
淵
、
龍
・
鳳
逝
而
不
至
。
今

宦
豎
日
亂
、
陷
害
忠
良
。
賢
人
君
子
其
去
朝
乎
。
夫
德
之
不
建
、
人
之
無
援
、
將
性

命
之
不
免
、
柰
何
。
因
相
抱
而
泣
。
老
父
趨
而
過
之
、
植
其
杖
、
太
息
言
曰
、
吁
、

二
大
夫
何
泣
之
悲
也
。
夫
龍
不
隱
鱗
、
鳳
不

羽
。
網
羅
高
縣
、
去
將
安
所
。
雖
泣

何
及
乎
。

　
　
　
（
升

【
張
升
】曰

く
、
吾
聞
く
に
趙
の
鳴
犢
を
殺
す
や
、
仲
尼
は
河
に
臨
み
て
反か

え

る
。
巢
を

覆
え
し
淵
を
竭
く
せ
ば
、
龍
・
鳳
は
逝
っ
て
至
ら
ず
と
。
今
宦
豎
は
日
に
亂
れ
、
忠

良
を
陷
害
す
。
賢
人
君
子
其
れ
朝
を
去
ら
ん
乎
。
夫
れ
德
の
建
た
ざ
る
、
人
の
援
無

き
、
將あ

る

い
は
性
命
の
免
が
れ
ざ
ら
ん
こ
と
、
柰
何
せ
ん
と
。
因
り
て
相
い
抱
き
て
泣

く
。
老
父
趨
り
て
之
を
過
ぎ
、
其
の
杖
を
植
て
、
太
息
し
て
言
い
て
曰
く
、
吁あ

あ

、
二

大
夫
何
ぞ
泣
く
こ
と
の
悲
し
き
や
。
夫
れ
龍
は
鱗
を
隱
さ
ず
、
鳳
は
羽
を

さ
ず
。

網
羅
高
く
縣
か
る
、
去
ら
ん
と
て
將
た
安い

ず
こ所

ぞ
と
。
泣
く
と
雖
も
何
ぞ
及
ば
ん
や

と
）

　
　
　

王
績
が
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
「
網
羅
高
懸
、
去
將
安
所
」
と
述
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

天
下
の
亂
れ
に
よ
っ
て
離

せ
ね
ば
な
ら
ぬ

遇
に
於
い
て
は
、
ど
こ
に
も
迯
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
社
會
に
對
す
る
閉
塞
感
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

（
10
）　

興
膳
宏
「
嵆
康
の
飛
翔
」（『
亂
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち―

六
朝
詩
人
論―

』

硏
文
出
版
、
二
〇
〇
一
。
初
出
は
『
中
國
文
學
報
』
十
六
、
一
九
六
二
）
で
言
及
さ

れ
て
い
る

に
、
嵆
康
詩
に
於
い
て
、「
網
羅
」
は
人
閒
の
惡
意
に
對
す
る
恐
れ
の

象

と
し
て
出
現
す
る
。
王
績
「
古
意
」
其
六
に
も
嵆
康
詩
の
如
き
「
網
羅
」
が
出

現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
王
績
「
古
意
」
六
首
考
」（『
中
國

文
化
』
七
十
一
、二
〇
一
三
）
で
言
及
し
た
。

（
11
）　

歬
揭
高
木
論
文
は
、「
彼
が
旨
酒
を
求
め
て
太
樂
丞
任
官
を
願
っ
た
の
は
、
阮
籍

が
步
兵
校
尉
任
官
を
希

し
た
の
と
同
軌
で
あ
っ
た
し
、
泰
州
刺
史
の
崔
善
爲
や
杜

之
松
ら
と
の
交
遊
の
あ
り
さ
ま
は
、
陶
淵
朙
と
太
守
王
弘
と
の
そ
れ
に
見
立
て
ら
れ

て
い
た
」
と
す
る
。

（
12
）　

管
見
の
限
り
、
以
下
の
數
例
の
み
で
あ
る
。
楊
方
「
合

」
詩
其
三
「
獨
坐
空
室

中
、
愁
㊒
數
千
端
」、
謝
靈
運
「
彭
城
宮
中
直
感
歲

」
詩
「
晚　

悲
獨
坐
、
鳴

歇
春

」、

子
範
「
夏
夜
獨
坐
」
詩
、
楊
素
「
山
齋
獨
坐
贈

內
史
詩
」
其
二
「
獨



王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

七
三

坐
對
陳
榻
、
無
客
㊒
鳴
琴
」。

（
13
）　

大
上
正
美
「
阮
籍
詠
懷
詩
試
論―

表
現
構
造
に
み
る
詩
人
の
敗
北
性
に
つ
い
て

―
」（『
阮
籍
・
嵆
康
の
文
學
』
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
。
初
出
は
『
漢
文
學
會
會

報
』
三
十
六
、
一
九
七
七
）

（
14
）　

陶
淵
朙
「
飮
酒
」
詩
其
五

（
15
）　

陶
淵
朙
「
五
⺼
旦
作
和
戴
主
簿
」
詩

（
16
）　
『
易
經
』
履
に
「
九
二
、
履
衟
擔
坦
、
幽
人
貞
吉
。
象
曰
、
幽
人
貞
吉
、
中
不
自

亂
也
（
九
二
、
衟
を
履
む
こ
と
擔
坦
た
り
、
幽
人
な
れ
ば
貞
に
し
て
吉
。
象
に
曰
く
、

幽
人
な
れ
ば
貞
に
し
て
吉
と
は
、
中
に
し
て
自
ら
亂
れ
ざ
れ
ば
な
り
）」
と
あ
る
。

（
17
）　

缺
字
の

分
は
□
で
示
し
た
。

（
18
）　
『

子
』
德

符

（
19
）　

陶
淵
朙
「
形
影
神
」
に
つ
い
て
は
、
安

信
廣
「
陶
淵
朙
「
形
影
神
」
の
內

包
す
る
問
題―

佛
敎
と
〈
贈
答
詩
〉―
」（『
庾
信
と
六
朝
文
學
』
創
文
社
、

二
〇
〇
八
。
初
出
は
『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
十
九
、
一
九
八
七
）
に
詳
細
な
論
究

が
あ
る
。
安

氏
は
「
形
影
神
」
が
贈
答
の
（
し
か
も
內
省
的
）
形
式
を
と
っ
て
い

る
こ
と
を
指

し
、
そ
の
上
で
淵
朙
の
他
の
贈
答
詩
を
踏
ま
え
、「
淵
朙
の
〈
贈
答

詩
〉
が
、
相
手
へ
の
配
慮
を
示
す
よ
り
、
自
己
の
內
面
の
表
出
で
あ
ろ
う
と
す
る
の

は
、
淵
朙
が
〈
贈
答
〉
と
い
う
場
を
、
相
手
の
個
性
と
自
分
の
個
性
の
ぶ
つ
か
り
あ

う
場
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
」
と
言
及
す
る
。

（
20
）　

呂
才
「
東
皐
子
集
序
」
に
「
君

求
爲
太
樂
丞
、
選
司
以
非
士

不
授
。
君
再
三

請
曰
、
此
中
㊒
深
意
（
君

ね
ん
ご
ろに

太
樂
の
丞
た
ら
ん
こ
と
を
求
む
れ
ど
も
、
選
司
は

士

に
非
ざ
る
を
以
て
授
け
ず
。
君
再
三
請
い
て
曰
く
、
此
中
に
深
意
㊒
り
と
）」

と
あ
る
。


